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総社ゆかりの作家展
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１２月２９日（金）から１月３日（水）までは年末年始のため休館します。
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昭和地区、ゆかりの作家を一堂に
　総社吉備路文化館、総社ゆかりの作家展シリーズ第３
弾は、昭和地区にゆかりのある入江北宰、皆見鵬三、山
本 正がテーマです。昭和地区は、総社市北西部に位置す
る自然豊かな地域。その地にゆかりある３名の作家たち
は、多くの花鳥画を描いた入江、従軍画家を経て戦後は
抽象表現の影響を受けた皆見、独立美術協会で活躍した
山本と、それぞれがまったく異なる個性を持っています。
　ご観覧の皆様には、この展示を通して地元の作家につ
いて改めて知っていただくとともに、２０世紀の日本美
術の多様なひろがりを感じていただければ幸いです。

◆入
いりえほくさい

江北宰　明治３３年（１９００）－ 　平成７年（１９９５）

◆皆
みなみほうぞう

見鵬三　明治４４年（１９１１）－　昭和４２年（１９６７）

◆山
やまもと

本 正
せい

　大正４年（１９１５）－　昭和５４年（１９７９）

　本名積三郎。日美村（現・総社市美袋）生まれ。
　大阪で堂本印象、川端龍子に師事し、青龍社展入選１７回。写生に
基づく色彩豊かな花鳥画を得意とし、朝日新聞による昭和３４年度選
抜秀作展に推薦。昭和４３年（１９６８）からは日府展理事を務めた。
昭和６２年（１９８７）には総社市図書館で入江北宰展が開催された。

　水内村影（現・総社市影）生まれ。
　旧制高梁中学校卒業後、上京し帝国美術学校で牧野虎雄に師事。多摩造形芸術専門
学校（現・多摩美術大学）で助手を務めた。昭和１４年（１９３９）からは従軍画家と
して華北を転々とし、終戦後に帰郷。大胆な構図と華麗な色彩で幻想的な世界を描い
た。

　水内村原（現総社市・原）生まれ。

　小学校からは岡山市へ転居。小学３年のときに東京へ移り、中山巍に
師事。主に独立美術協会で活動し、戦前、戦中にかけてはシュルレアリ
スムへの関心を高めた。戦後はヨーロッパへ留学し、昭和３８年（１９６３）
には独立美術協会展G賞を受賞。昭和４２年には「日本の新しい絵画・彫刻」
アメリカ巡回展出品作がロックフェラー３世のコレクションへ買い上げ
となるなど、国際的に活躍。

位置図 

◆アクセス
◎備中国分寺北側の駐車場から、徒歩で約１０分
◎備中国分寺北側の駐車場までは、
　ＪＲ伯備線、桃太郎線総社駅から車で約１５分
　岡山自動車道、岡山総社ＩＣから車で約１５分
　山陽自動車道、倉敷ＩＣから車で約１５分

◆問い合わせ
電話・FAX　０８６６- ９２- ３４９１

皆見鵬三《里の夕月》制作年不詳

山本 正《謝肉祭》1974 年

入江北宰《鮎》制作年不詳

※縮尺は正確なものとは異なります。


